
⾔葉の壁に関して

2006.09.25

私はこの32⼈の留学⽣の中で、蘇中出⾝の私達3⼈だけが感じているだろう苦痛がある。⼤⽅の留学⽣が⽇本語を4年学んでいる。しかし、私達の学校には、⽇本語専⾨コース
がない。⽇本語の授業は、ふだんそれほど重視していない選択科⽬のひとつだ。⼀週間に2時間だけしかない。だから、私とほかの留学⽣のたちの⽇本語レベルを⽐べると、沖
縄と北海道ほど、もしくは更に遠い、レベルの差があると思う。 今、私の毎⽇はなかなか⾟い。基本的に授業がわからない。特に⽂系の授業は苦しい。授業中、ただ先⽣が絶
え間なく何かをしゃべっているのが、⾳楽のように聞こえて、つかみ所がない。英語の授業でさえ、ほとんど⽇本語で授業をするので、どこに英単語が潜り込んでいるのか分か
らない･･････ただアメリカ⼈の先⽣がやる英語の⼀時間だけは、なんとか理解できる。 以前、フランスでの異国⽣活の⽇々を書いた⽂章を読んだことがある。「全てがフラン
ス語。フランス語。フランス語。深い井⼾に落ちてしまったかのようだ。粉⾻砕⾝しながらも･･･」 そう。私も深い井⼾に落ちたかのようだ･･････ クラスの中で英語を話せる
⽣徒はとても少なく、⼤部分の⼈が私の⽇本語よりも英語が苦⼿らしい。だから会話は⼤変だ。 先週は学園祭だったから、⽇本語授業の⽇程の決定が遅れた。今週から、ファ
イト︕︕ファイト︕ （訳⽂）

王 蘇嘉さんの⽇記



今⽇の学校での⽇本語授業

2006.10.18

今⽇の午後、私は学校の国際コースで⽇本語を学んだ。先⽣はアメリカ⼈教師で、○ron先⽣だ。彼は⼦供が⾔葉をおぼえるときに使うカードをたくさん持っていて、それを使
って私たちに⽇本語を教えた。すべて動詞だった。はじめはよかったのだが、後のほうは難しくなった。上着を着るときは“きる”を使い、ズボンと靴下のときは“はく”を使う。
帽⼦は“かぶる”を使う。どうしてこんなに複雑なんだ︕ここまで○ron先⽣はうまく説明していた。しかし“じゃマフラーは︖”“じゃ⼿袋は︖”“じゃ腕時計は︖”……と⽴て続け
に聞いたら、彼も分からなくなってしまって、⽇本⼈の先⽣に助けを求めるしかなくなった。最後に全てがすべて異なる⾔い⽅があることを知った。複雑すぎる︕︕それから１
つ疑問が沸いてきた。“上着とズボンのスーツならどんな動詞を使うべきなのか︖”まさかスーツのズボンはくで、スーツの上着きる、なのか。またすぐに１つ疑問が⽣まれ
た。“それが上下繋がったのだったらどう⾔うのか。たとえば遊園地の漫画に出てくるような服は︖”まさか先に「はく」を使って、更に「きる」になって、最後に「かぶる」な
のか︖ものすごく混乱した状態に陥った。○ron先⽣は⽇本語がとても複雑で、すべてのものに対して名前をつけたがるということを証明するために、⼀つ⼀つ例⽰した。初め
は三味線の弦ごとに名前があること。それから“化け物”の種類。最後に英語の中にはwearの⼀つしかないこと。どうして⽇本語にはこんなにもたくさんの⾔葉があるのか︕︕”   
また、○ron先⽣は、どうして⽇本⼈がʻかわいいʼʻええʼ（上がり調⼦）を⼀緒に⾔うのが好きなのか”を教えてくれた。⽇本⼈の先⽣の解説によるとこれは⽇本⼈の団結を表して
いるらしい。なるほど、⽇本国⺠の団結は本当にいろいろなところで現われているのだ。   ⽇本語学習の道はまだまだ遠い︕引き続き頑張らないといけないなあ︕たとえこ
れから、ある⾔葉が20種類の違った⾔い⽅があったとしても、気を落とさないようにしないとなあ︕ （訳⽂）

王 蘇嘉さんの⽇記



まさか中国のサルだけがモモを⾷べるとは……

2006.10.27

今週⽔曜⽇の⽇本語授業は3ヶ国による会談で、中国の学⽣である私、⽇本の先⽣と、アメリカの先⽣の3⼈で話し合う時間だった。 先⽣は私にモモで⽂を作らせて、そこで私
がたとえ話として“孫悟空がよくモモを⾷べる”と⾔ったら、結果として不思議なことが起こった。アメリカ⼈と⽇本⼈の先⽣は⼆⼈ともとても驚いて私に“中国のサルはモモを
⾷べることが好きなの︖ ” “⽇本のサルはバナナだけ⾷べる︕” “アメリカのもそうだ︕” あまりにおかしいと思った︕⽂化の違いってこんなにあるの︖ （訳⽂）

王 蘇嘉さんの⽇記



今⽇試験した......

2006.10.27

今⽇試験して、ショックを受けた...... これは私が⽇本の学校に来て受けた初めての⼤掛かりな試験で、以前に何度かあった試験には私はどれも参加していない.でも学友が私が
ずっと試験を受けていないことに不満を持ってそうだったので、そこで私は今度無理して受けてみた...... 誰がわかるだろう、私の悲惨さを!!!!!英語の難しさは中国のよりも上
だし、数学は更にまずくて、多分ただ10分の1１くらいしかできていない......

王 蘇嘉さんの⽇記



テーブルマナー

2006.11.04

今⽇のお昼は、⾼校⼆年⽣の修学旅⾏前のテーブルマナー研修があった。みんなでフランス料理のコースを⾷べた。とてもおいしかった︕ ホテルのレストランに⼊った途端、
突然緊張してきた。テーブルの上のナイフ、フォーク、そして⼤きな⽫はピカピカで、テーブル・クロスもじゅうたんもきれいに整えられていた。また、ビデオカメラで撮影も
されていて、この⾷事は想像していた以上に⼤変なことになってしまった。この学校はやはり学⽣の礼儀作法を⼤事にしているのだなあ︕ 先⽣のお話の後で、⼀つめのお料理
が出てきた。なんと刺⾝だった︕⽣の⿂が全くダメというわけではないけれど、やっぱりあまり⾷べ慣れていないので、少しだけ⾷べた。今思えば、せっかく⽇本に来たのだか
らもっと⾷べるべきだったと思う。･･････その後に来たお料理は全部⾷べた。お料理が来るたびに、ホテルの上原先⽣が私達にそのお料理の⾷べかたを教えてくださり、クラス
メイトもみんなとても興味をもって、まじめに教わっていた。度々こんな事が起こった: パンが来た時、あるクラスメイトはすぐにほとんどを⾷べてしまった。それから誰かが
彼に、パンはコースの最後まで時間をかけて⾷べているものだと注意したので、彼は驚いて、最後のひとかけを⾷事の終わりまでお⽫に残しておくしかなかった。実際にはパン
は追加できたのに…… とにかく今⽇はとても楽しい⽇だった。クラスメイトとテーブルマナーを学ぶのは窮屈なことなどなく、逆にとても楽しくて⾯⽩かった︕ （訳⽂）

王 蘇嘉さんの⽇記



⾼校の⽂化祭りと国際交流会、そしてファッションショー

2006.11.12

今週⽊曜⽇に沖縄県の⾼校の⽂化祭に参加した。授業を受けなくていいため、みんなとても楽しんだ…… その⽇⾏ったのは、美術部と書道部の友達だ。沖縄県公⺠館に着く
と、その他の学校の学⽣がすでにたくさん来ていたのが⾒えた。みんなの作品が、外に並べてあって、とてもいい作品ばかりだった︕さらに、展⽰館の外で即興で絵を描いてい
る⼈もいた。 私たちのコーナーを準備し終わってから、⾃由に⾒学した。とても感動的で、作品の中には私と同い年の⼈が描いたとは信じられないような作品もあった。その
作品の中で、迫っているくるような描写をした油絵があった。⽬の前にぴかっと光るような配置になっている。私はここの⽂化祭が中国の絵画展と異なるところがあることに気
づいた。ここでは、作品にとても⾼い技術を求めるだけではなく、もっと⼤事なのは⾃分のオリジナリティとクリエイティビティを含ませることだ。ここでたくさんの⾃由な作
品を⾒た。たとえば空を⾶ぶクジラや、⼩さな⼈⿂と遠くの⼩⾈など。それに不思議な⼩さな空間があった。もともとそれが何か分からなかった。しばらくしてから、それはと
てもよくできた切り紙細⼯だと気づいた。きちんと切られた⼩さな紙が⼀枚⼀枚壁に貼られていて、紙の間にはある⼀定の隙間が残されていて、光を当てると影ができて、リン
カーンの顔がはっきり現れた。不思議すぎます︕ 昨⽇はユネスコ国際交流会に⾏った。とても⾯⽩かった。私は“もしも地球が100⼈の村だったら”のグループで、みんな⼀⼈⼀
枚紙をもらって、紙の上にかかれた情報によって、それぞれのグループ分けをされた。毎回それぞれのグループが異なった集団を代表していた。たとえば⼤陸の⼈⼝分布、それ
ぞれの⾔葉の使⽤⼈数、貧富の開きなどなど。お昼のバイキングもとてもおいしかった。私は久しぶりに春巻を⾷べた。でも中国の春巻の形と微妙な違いがあった。どうしてか
は分からない。ここの春巻は三⾓形だった…… 午後はレクリエーションで、⽐較的難しい練習問題をして団結⼒を⾼めてから、正式の綱引競争が始まった。みんなは⼀⽣懸命
頑張って、最後に私達のAチームがみごとに1位を獲得した。とてもうれしい︕ それから伝⾔ゲームをした。ルールは説明しにくい。きっと顧さんが彼⼥の⽇記の中で書いてく
れるでしょう。私はここで多くは⾔わないことにする……このゲームはとても⻑い。でも私たちが⼯夫したことによってとても⾯⽩くなった。もういい。私の⽇記は微妙すぎ
る……中国語のレベルは急激に下がった…… 夜、偶然校⻑先⽣の奥さんと会って、いっしょにファッションショーを⾒た。デザイナーもモデルもは全員がプロというわけでは
ないけれども、デザイナーの作った服どれもはっとするようなものだった。古さと新しさが融合し、バラエティに富んでいて温かみの伝わるものだった。 最近とても充実して
いる︕ （訳⽂）

王 蘇嘉さんの⽇記



試験が終わって、修学旅⾏の準備だ︕︕

2006.12.06

4⽇間の試験が何とか終わった。全部は参加してないが、それでもやはり⼼⾝ともに疲れきった。でも修学旅⾏がすぐにやってくるので、“テストが終わったら北海道
だ︕︕︕"のというモチベーションが出てくる。 明後⽇には出発する。この2⽇間、待てないよ︕どうして試験が終わってからすぐ修学旅⾏じゃないんだろう、ううう……沖縄
は熱帯に位置していいるけれど、⼩さな島なので、朝晩は涼しい。私と顧悦婷は⼣⽅になると寒いと⾔いつづけるほどだ。本当に北海道に⾏ったらどうなってしまうのか想像で
きない……でもやっぱりとても楽しみ︕︕国際交流基⾦の先⽣、修学旅⾏に⾏く機会をくれてありがとうございます。東京で先⽣達に会うのも楽しみにしています。 沖縄から
北海道まで⾏けば⽇本全国を遊んだことになるでしょう…… （訳⽂）

王 蘇嘉さんの⽇記



修学旅⾏から帰って来た

2006.12.14

修学旅⾏は短すぎた。あっという間に沖縄に帰ってきた。 北海道は美しすぎる。初めて雪を⾒た沖縄の⼦がたくさんいた。すごく興奮していた。それはそうだ。こんなにきれ
いな雪景⾊だもの。雪を⾒たことのある私でさえ驚いた。⾃分の呼吸さえ⽌まってしまったような感じがした。 ⼀⽇のスキーをやった。完全に覚えられなかったことは残念だ
った。もっとやりたかった︕ 札幌での夜には雪祭りに⾏った。クリスマスの雰囲気だった︕クリスマスはやっぱり雪の中で過ごさないとね︕イルミネーションが広がってい
て、⾃分が童話の世界の中にいるようだった。 童話といえば、ディズニーランド︕ディズニーランドについて何を⾔ったらいいか分からない。ただ時間があまりに⾜りなかっ
たと感じた。そして、お⾦も……浅草についた後、国際交流センターの先⽣たちが会いにきた。浅草寺と雷⾨に連れて⾏ってくれた。お⼟産もくれた。ありがとうございます︕
（訳⽂）

王 蘇嘉さんの⽇記



貴重な誕⽣⽇の贈り物

2006.12.24

昨⽇は初めて私が実家で過ごさなかった誕⽣⽇だったから少し寂しかったけど、交流センターが送ってくれた贈り物を受け取って、とても感動しました。ありがとうございま
す。 贈り物は1枚のとても⼤きい写真で、，私達の東京に着いたばかりの頃の観光している姿から始まり、交流センターで研修を受けて、更に学校の先⽣たちとの対⾯、最後に
沖縄に来るまでが載っていました。 私は⾃分の⽇本に着いてから今に⾄るまでの道のりを⾒ることができました。 ⽇本に着いてから2ヶ⽉、homesickにかかって、最初の興奮
が疑いや迷いの気持ちになってしまって、時には⾃分が⼀体どうして⾝内と友達を遠く離れてしまったのか、どうしてこんな所に来てしまったのか、と考えてしまってました。
でもこの写真を⾒ると、⾃分がどのように⼀歩ずつここまでやってこれたのかを確認することができて疑いや迷いはすべて消えてなくなりました。今までの努⼒は今⽇のこのた
めではないの︖昔と違うからって何の躊躇する必要があるんだろう︖この美しい⼩島に来れた⾃分は恵まれているのだからこれからは恩を感じる⼼を持って努⼒し続けます︕
再度交流センターの先⽣⽅にお礼が⾔いたいです︕

王 蘇嘉さんの⽇記



卒業式

2007.02.12

昨⽇は私達の学校の今期の⾼校三年の学⽣の卒業式で、⾒た後の感想はただ“凄い︕”その時の感じを形容することができる他の形容詞がない。⾼校三年⽣の卒業式にだったけ
ど、ほとんど全校の学⽣全員が卒業式の準備作業に関わった。私も幸運にも美術部の学⽣達と⼀緒に巨⼤な会場装飾⽤の絵を⼀緒に制作する機会を得た。それは3頭のペガサス
で、卒業⽣の未来がペガサスのように⾶翔することを象徴している。制作の時はとても⼤変だったがとても楽しくて、留学⽣としても卒業式のために少し⼒を貸すことができた
けど、簡単なことではなかった。会場に⼊る時、あの私達の多くの⼼⾎を傾けた絵を⾒て、壁にかけられた後は更にきれいになって、⾃分が⼀番最初に感動してしまった。学校
の交響楽団、s部、合唱団の全てがプロの⽔準で、始めから終わりまで全てが素晴らしかった。卒業式の最後の時に、卒業⽣達がブレザーを脱いで、いったい何をするんだろう
と思った時、すべての卒業⽣が⼀⻫にブレザーを上に放り投げた。その場⾯は本当に壮観で、⼀つ⼀つの濃いブルーのブレザーが、まるで⻘い⿃が未来に向かって⽻ばたいてい
くようだった。私はその時深く感動して、１つの贅沢な願いが芽⽣えた。“私はここのクラスメートたちと⼀緒に沖尚から卒業したい”と。来年、私達のこのクラスメートの卒業
式の時私はここに帰りたい。みんなと⼀緒に卒業式に参加したい。⾃分はただ１年間この学校に留学した学⽣に過ぎないし、卒業の資格がないこともわかっているけど、やはり
この現実には成り得ない願いが実現することを望んでいる。 卒業式が終わった後、私がまた三線部の友達と⼀緒に⾼校の体育館に⾏って、PTA主催の卒業祝賀会で三線を披露
した。実は私は4つの公演プログラムの内の2つの曲を弾くことができるだけなのだけど、先⽣は意外にも私が弾くことはできない曲の時も弾くふりをするように⾔ったので、
⼈の影に隠れてた……演奏はとても⼤変だった……終わった後、みんなまたいっしょに学校が⽤意したオードブルを⾷べた。とても楽しかった。

王 蘇嘉さんの⽇記



春休み前の充実した⽣活

2007.03.26

3⽉24⽇は学校の合唱団コンクールだった。とても感動した︕みんな3年⽣の先輩と先⽣に花束をあげた。たくさんの先輩が歌いながら涙を流していた。歌えなくなってしまっ
た⼈もいた。先⽣も動揺して、楽譜を落としてしまった……⾃分と直接関係しないけれど、私も涙を我慢できなかった…… 昨⽇、広島と愛媛県⾼校から平和交流のために、⾼
校⽣が来た。私は学校の伝統芸能部の⼀員なので、歓迎会に参加した。みんな楽しそうだった︕ 3⽉27⽇に慈善公演もある。緊張もしてるし、楽しみにもしているよ︕ （訳
⽂）

王 蘇嘉さんの⽇記



三年⽣だ

2007.04.08

新学期から、三年⽣になってしまいました。学校の予定表を⾒ると、ほとんどの⼟曜⽇と⽇曜⽇はテストです︕︕︕⼀瞬死にそうになってしまいました。 皆さんはどうです
か︖
これは⽇本語で投稿されたものです

王 蘇嘉さんの⽇記



帰りたいのか、帰りたくないのか

2007.05.01

この⼀年間の留学⽣活はあと3ヶ⽉で終わります、今の気持ちはとても複雑です。 帰りたいのか、帰りたくないのか、⾃分もわからないです。 ⽇本語をもっと上⼿になりな
い、こっちそっちいっぱい遊びない、たくさんの⼈と会いたい、ここの友達とずっといたいと思っているんです。でも､同時に中国にいる家族にも会いたい､⾃分のふるさとに帰
りたい気持ちも強くて強くて。。。 でも、どう思っても、あと3ヶ⽉で帰る事実は変われないです。そうして、ここの友達と⼀⽣にもあえないかもしれない､せっかく友達にな
ったのに、悲しですね。 皆さんはどう思っているんですか︖
これは⽇本語で投稿されたものです

王 蘇嘉さんの⽇記



インターハイと球技⼤会

2007.06.11

この夏はスポッツの季節だね︕ みんな⼀⽣懸命やってる姿を⾒ると、「これは本物の⻘春だ︕」と思いついた。
これは⽇本語で投稿されたものです

王 蘇嘉さんの⽇記



朝家に着きました

2007.07.28

今朝やっと⼤好きな蘇州に帰りました!!!!! 異常な暑さです。…内⼼ちょっとは何か変わっただろうと思っていたのに、なんと何もかも1年前と同じで、思わずこの⼀年はユメの
世界にいたのかと思ってしまいました。 帰って来てからちょっとどうしたらいいか⼾惑っています。あちらの⽣活に慣れて、ここではストレンジャーになってしまったようで
す。しかし私ははっきりとわかっています。ここが私の家で、すべてが元に戻り、すべてがよくなるでしょう。 しかしあの1年も絶対に夢の世界ではなく、今の私はベットの上
に散らかったままの荷物を⾒ながら、胸もいっぱいです。私は決して⼀年前の私ではありません。私は例えようもなく素晴らしいものを得ました。みなさんありがとう。

王 蘇嘉さんの⽇記



蘇州でございます

2007.08.01

ここで皆さんに蘇州のことを紹介します。 蘇州は中国の江蘇省に属し、上海の隣にある町です。かなり⼤きな町で、⼈⼝は６００万も超えています。 今の蘇州は⼆つに分かれ
ていると思います。町の中⼼部に、護城河にかこまれているのは古城区と⾔い、２５００年の歴史を持っていて、政府に保護されています。建物は４階以上いけなくて、⾃動⾞
のクラクションも禁⽌されています。だから、古城区には昔の江南⽔郷の様⼦がみられています。建物はほとんど古⾵な⽩い壁⿊い屋根で、川に⼩さなな橋がかけられていて、
本当にきれいですよ︕夜になったら、⽔上バスに乗って、町を⼀周回って、輝かしい灯⽕がすごくきれいですよ︕私のおうちはちょうど護城河のそばにあるので、おうちの前に
通りますよ。そのとき、⼿を振ってあけますから〜 町の⼀番真ん中には観前街というショッピングセンターがあって、いろんなものが売られています。そして、観前街の中
で、太監弄というところは有名な美⾷街で、名前が変ですけど、おいしいものいっぱいそろっていますよ︕私が⼀番気に⼊ったのはリスケツ⿂と⾖腐花です︕︕⻩天源の餅も⼤
好きです︕ 古城区以外に部分は現代的なビルがたくさん⾒られていて、ハイテクノロジーの⼯場もいっぱいあります。そっちのほうは、Feifeiさんが詳しいと思うので、Feifei
さんにお願いしたいです。 ひっちゃん、よろしくお願いします。
これは⽇本語で投稿されたものです

王 蘇嘉さんの⽇記



これから頑張らなきゃ︕

2007.09.01

学校が始まってから もう⼀週間もたちましたが、やはりこんな厳しい授業にまだ慣れていないみたいです。初めての⽇にはめちゃくちゃ疲れてしまっていました。 でも、疲
れているでも、私には勉強する気満々です︕この前⽇本の⾼校で⼀⽣懸命勉強している受験⽣たちの姿を⾒たら、⾃分もがんばりたくなっていました。 ⽇本の友達に負けない
くらい頑張っていきましょう︕
これは⽇本語で投稿されたものです

王 蘇嘉さんの⽇記



新年おめでとう〜

2008.01.01

今はもうすでに2008年、時間が過ぎるのはとても早いですね。去年の今頃、私はまだ⽇本にいたのに、今はもう中国に帰って、家族に囲まれて新年を過ごしているなんて本当
に不思議。この感覚、どんなふうに表現したらいいのかな…… 今あらためて⽇本での⽇々を振り返ると、とても充実して有意義だったと感じています。だからかな、過ぎ去っ
た2007年に⼼置きなくさよならを⾔うことができたような気がします。 交流センターの先⽣⽅、新年あけましておめでとうございます。時間があったら中国に遊びに来てくだ
さい。また、第⼆期⽣の⽅たちが⽇本で楽しい新年を過ごしていますように〜 p.s. なぜか先⽣⽅からの年賀状がまだ届いていないんです……もしかしたらこちらの郵便局、と
ても遅いのかな……

王 蘇嘉さんの⽇記



新年のご挨拶と3⽉の交流会に関して質問

2010.02.16

みんな新年おめでとう~︕ 3⽉の交流会のお知らせを受け取って、嬉しいな~~︕︕みんなと3⽉に会えるのを楽しみにしているよ~~~ でもね、ちょっと問題が。私は今、⾹港
にいるんだけど、⾹港から北京までのチケット代って負担してもらえるのかな︖ それから、⾶⾏機のチケットって、先に予約をとってから、交通費請求の⼿続きをするの︖そ
れとも請求⼿続きをして、承認がおりてからチケットをとった⽅がいいのかな︖︖ 急いでお答え願います〜よろしく〜 それと、寅年の本年も、よいお年になりますように〜︕

王 蘇嘉さんの⽇記



やっと帰ってきました〜︕

2010.03.22

北京で楽しかったです〜︕︕︕皆さんともう⼀度お会いができてよかったです︕ 交流基⾦の先⽣たち、ありがとうございました︕
これは⽇本語で投稿されたものです

王 蘇嘉さんの⽇記
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